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緒 言

ウドンコ病に対する20の抵抗型に属するオオムギ品種の中，グルーブ1， 7，11および12仁属す

る品種の抵抗性遺伝子については. 第7，8および9報においてすで仁報告した〈日浦，都田，赤

堀 1956a， b，日浦，部回 1956). この報告ではひきつづきグループ1~に属する品種の抵抗性遺伝

子について報告する.グル『ブ13に属する品種の11のphysiologicraces仁対する抵抗反応はグ

ループ12のそれによく似ているが， race VIIIに対する抵抗性仁おいて両グループの品種は区別で

きる.すなわち，グループ12の品種は raceVIIIに対して非抵抗性であるが，グループ13の品種

はraceVln仁対してかなりの抵抗性である (Hiura& Heta 1955). この抵抗反応の遣いは，

勿論抵抗性遺伝子が遭うためと予怨されていたが， グループ13仁属する品種の抵抗性遺伝子を分

析することによって， 両グループの反応の違ゃに関与する遺伝子を明らか仁することができた. 遺伝

子を分析するためには， 第9報lこ述べたと同様に， 大税分の交雑について， race 1を1度接種し

たF2にracesVIあるいは VIIを再接種し.違った遺伝子を持っていると思われる F2個体につい

てF3検定を行川 町で遺伝子が固定されていないものは，さらに， F，検定を行い，それぞれの遺

伝子が固定された系統を分離した.この実験過程は，第9報で述べたグループ12の場合とほとんど

同じであるから，本報告ではその結果だけを報告する.

実験材料

グループ13の品種の11のphysiologicraces仁対する代表的抵抗反応は第1表の遁りである.

第 1表 グル由ブ131こ属する品種の11のphysiologicracesに対する代表的反応

------ー Race

種-------
I E v 可E X 】E E 百

" 
竃 lX 

グループ 13 R R R R R R M M M M S 

とのグルーブ仁属する品種は， 各グルーブの中で最も多く， 39品種であった. すなわち， Binder， 

Caucasus，シパリー，二角シパリー，エピス; Frederikson，金独，独 11号，独59号，独61

号，ゴールデンメ口γ，ゴールデンメ口:ノ1号，鹿児島ゴールデン， Golden No. 20，呼蘭， Maja， 

Okla.1-35ー.216C. I. 7524， Primus，ロシヤ6号， ロシヤ8号， ロシヤ21号， ロジヤ26号，

ロジヤ27号， ロジヤ28号， 口シヤ36号， ロジヤ38号， ロジヤ50-lす， ロジヤ53号， ロジヤ63

号， 口ジヤ41118，Sanalta C. I. 6087， Svanhals， Trebi 1， Vaga， Sachsender， 170与ー1，

1槌1........3，479ルー10および4剖7ー3である.との中， Caucasusだけは raceIXに対しでやや抵
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抗性を示し， しかも， 遺伝子を分析した結果，他の38品種仁は認められなかった遺伝子を持って

いることがわかった.それで， Caucasusについては稿を改めて報告することとし，ここでは， 38品種

仁ついての結果を報告する.

抵抗性遺伝子を分析するために， 38品種はそれぞれ非抵抗性品種ど交雑されたが，非抵抗性品

種としては，無葉耳， Nepal， Tonsumおよび有志種を使った.供試physiologicracesはraces

1， VIおよび VIIである.

実験結果

供試38品種のそれぞれと非抵抗性品種とを交雑した Flにrace1を接種すると，どの交雑にお

いても高度の抵抗性を示し，抵抗性親品種とほとんど区別できなや.また， Fl試験および F2試験

と同時に親品種仁対する接種試験も行ったが，どの品種仁おやても， race 1に“0"，race VIに

“0"， race VIIに“1ー2"であった. それで， 表を簡単にするために，町および親品種に対する

接種結果は各表から省略した.各交雑のむには rac白 1，IV， V， VIおよび VIIを接種したが，

race IVを接種すると， M typeとStypeどの区別がむずかしし暢合が多かった.また， race V 

を接種した結果は race1を接種した結巣とほとんど同じであった.それで， rac回 IVおよびVを

接種した結果も各安から省略した.

抵抗性品種と非抵抗性品種とを交雑したらにrace1を接種すると，それぞれの個体は Rtype 

かMtypeあるいは Stypeの3つの typeのどれかに区別される.R typeとMtypeを抵抗

性， S typeを非抵抗性とすると，抵抗性と非抵抗性が15: 1の分離をするもの， 13: 3の分離を

するもの，および13:3あるいは15:1のどの分離比にも適合しないものとがあった.きち仁， race 1 

に対して15:1の分離をする交雑仁raceVIを接種すると，抵抗性 (R+M)と非抵抗性(S) 

が15:1の分離比に適合しないものと， 15: 1の分離をするものとが認められた. それで， グループ

13の品種を下記の4つのグルーブに小分けして実験結果を説明する.(Aグルーブ)-Race1に対

してくR+M):Sが15: 1の分離をするが， race VIに対しては15:1の分離をしない. (Bグ

ループ)-Race1に対して (R+M):S は15: 1の分離をし， race VI仁対しても 15:1の分

離をする.(CグルーブトRace1に対して (R+M):Sは13:3の分離をする.(Dグルーブ〉

-Race 1に対して (R+M):Sは13:3あるいは15: 1以外の分離をする.

1. Race 1に対して15: 1の分陸をするが， race VIに

対しては15:1の分離をしない品種 (Aグループ〉

工ピス，金独，独61号，ゴールデシメロツ， Golden No. 20， 口ジヤ41118，Trebi 1， Vaga 

170ト 1および479ト 10がこのグルーブ仁入る. これら10品種と非抵抗性品種とを交雑した F2

仁races1， VI および VIIを接種した結果は第2表の通りである.

第2表の race1を接種した結果を見ると，独61号およびロジヤ41118の2つの品種を除くと，

Eの交雑においても， (R'i M): S は15:1の分離比仁適合してやる.独61号およびロジヤ41118

においても，くR+M):S は15:1の分離比に大体近い (%2が3.841より'1、の場合せ適合度Pは
0.05より大).

Race VIを接種すると， Vaga， 1703ー1および479(}'ー10の3品種では M typeはなく， R 

typeとStypeは3:1の分離をする.それゆえ， これらの3品種の raceVIに対する抵抗性は
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第 2表 Aグループの品種ど非抵抗性品種とを交雑したF2にraces1. VI 

およびVlIを接種した結果

按種 叫における観察個体数
(R+M): Sがそれぞれ R :(M+ 

受 型車 の分曹比とした魯合のが 1Sk〉が3: 
race 
R M s 計 3:1 13:315・1 じた場

. .‘合~.. 
ピ :;<..X無葉耳 I 242 43 13 298 1.812・6.125 
.11 x 11 w 111 6 32 149 0.987 0.020 

.11 x 11 w 3 222 62 287 1.767 

金 独x無葉耳 I 234 40 14 288 0.948* 6.∞o 

" x '1 可T 190 11 48 249 4.349 0.045 0.226 

.11 x '1 唖 2 225 78 305 0.054 

独 61 号x有志種 I 288 78 35 401 極大 26.437 4.203* 2.162 

11 x 11 可T 186 19 42 247 8.422 0.494 0.012 

11 x 11 唖 43 164 41 248 9.483 0.801 

ゴールデ 3〆メ1=7.).'X無業耳 I 657 161 62 880 0.950* 0.055 

11 x 11 w 174 12 40 226 6.425 0.164 0.478 

11 x " w 3 164 45 212 1.610 

Golden No. 20 X有苔種 I 239 53 17 309 0.295* 0.907 

'1 x 11 w 102 15 33 150 0.720 3.920 

11 x 1/ 官 17 98 35 150 0.222 

ロ ジヤ 41118x有苔種 I 303 55 34 392 極大 26.127 3.929 1.102 

I! x I! w 223 7 61 291 2.530 0.414 

1/ x 1/ w 2 115 34 151 0.497 

Trebi 1 X有苔種 I 252 40 27 319 2.669 2.718 

11 x 1/ 可1 127 17 31 175 4.954 0.123 0.550 

11 x 1/ w 13 171 28 212 15.723 4.275 17.514 

Vaga x Nepal I 232 38 23 293 1.280* 2.732 

I! x 1/ w 83 。18 101 2.776 
11 x 1/ w 30 43 24 97 0.003 

1703-1 X有葱種 I 240 35 24 299 1.611 4.425 

11 x 11 w 199 。50 249 3.214 
1/ x 11 w 3 240 67 310 1.897 

4790-10 X有在種 I 233 50 15 298 0.753* 1.615 

。 x I! w 127 。45 172 0.124 
11 x 1/ 唖 120 203 26 349 0.857 

* R: M: S:が12:3: 1の分離比仁適合するもの，各表同様.
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ただ1つの遺伝子の幼きといえる. 残りの7品種ではどの場合も M typeが観察された.しかし，

race 1を接種した場合と遭って， race VIを接種するを.M typeを示す個体は Stypeを示

す個休よりも数が少しi¥そのたあ， (R+M): S は多くの場合3:1の分睡比仁適合し， 3:1(，こ適

合しない場合は13:3の分離比に適合している.

Race VIIを接種すると，独61号， Trebi 1および479ト 10を除いた7品種では，どの場合

も(R+M):Sは3:1の分離比に適合している.この場合， R typeが観察されているが，その

数は非常lこ少し¥この Rtype 11記録土では Rtypeに入れられたが， race 1あるいは raceVI 

に対する Rtypeと遣って，わずかではあるが感染が認められた.それで，これら raceVI1仁対し

てRtypeを示したものの一部について次代検定を行ったところ，これらは raceVII仁M type 

を示すことがわかった.ぞれゆえ，この場合の Rtype t M typeの区別仁はたいした意義はない.
tU:のよう仁，第2表にあげた受難のむは， や〈つかの例外はあるが， race 1仁対しては両性

雑種の分離をするが， race VIおよび raceVII仁対しては単性雑種あるいはそれ仁近い分離をす

る.それゆえ， Aグループの10品種には， race 1仁対しては抵抗性を示すが raceVIあるいは

race VIIには非抵抗性の遺伝子があるはずである. そこで，これらの交雑のおあるいはむの一

部仁 races1， VIおよび VIIを接種した結果， 4790-10を除いた，どの交雑からも races1お

よび VIにRtypeでraceVIIにStypeを示す系統，およびすべての受難から団ces1およ

びVIIにMtypeでraceVI仁Stypeを示す系統が分離された.また，工ピス，ゴールヂツ

メ口γおよび GoldenNo. 20からは race1， VIおよび VIIにMtypeを示す系統も分離され

た.これらの結鼎土第7表仁まとめてある.

第7表を見ると， races 1， VIおよび VII仁Mtypeを示す系統はエピス，ゴールデツメ口γ

および GoldenNo. 20からしか分離されていなし、が，第2衰のむに raceVIを接種した結果で

は， Vaga， 170与一1および479ふー10の3品種を除いた残りの7品種の交雑では， race VI仁M

typeを示す個体が観察されている それゆえ， これらの7交雑からは， エピスなEと同様に， race 

VI仁Mtypeを示す系統が分離されるはずである.第7表仁あげた各系統の反応が，それぞれ1遺

伝子の反応であるとすると， 上述の7品種の race1仁対する抵抗性には少くとも 3つの遺伝子が

関与し， races VIおよび VIIに対しては2つの遺伝子が関与していること仁なる.ところが， race 

I仁対しては (R+M): Sは15: 1の分離をし， race VIおよび VIIに対しては3:1の分離を

してやる場合が多い.とれば races1， VIおよび VII(，こ M typeを示す遺伝子の抵抗程度が非

常仁弱いので，この遺伝子だけを持った個体と Stypeどの区別が確実にできなかったためで， race 

VI仁対して13:3の分離をしてやる場合は，この区別がある程度できた場合ι思われる.
これとは反対lこ，第7表では479ふー10のraceVII仁対する抵抗性遺伝子は1つしか見出され
ていない.第2表では479ふー10はraceVII仁対して (R+M):Sが15: 1の分離をしてやる

から， 4790-10には raceVIIに対してなお違った遺伝子があるものと思われる.

2. Race 1に対して15: 1の分離をし， race VI仁

対しても 15:1の分離をする品種 (Bグルーブ〉

ジパリー， Frederikson， Maja，ロジヤ21号， ロジヤ27号， ロジヤ63号， Sachsender， 1881 

-3および4887-3の9品種がこのグループに入る.これら9品種ど非抵抗性品種とを交雑したF2

にraces1， VIおよび VIIを接種した結果は第3表の通りである.
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第 3表 Bグループの品種と非抵抗佳品種とを交雑したお仁

races J. VJ および VJJを接種した結果

F2における鋪篠個体数
て耳石}O():Sがそれぞれ R:が(M3芋・

接種 ~jt・-比とした揖合の X!事E 司・ race 1Sk〉した場
R M s 軍t 3: 1 13: 3 15: 1 合のが

v パリ -x無業耳 I 1029 237 84 1350 O.αXl3* 1.076 

" x 11 可E 194 47 13 254 0.555* 0.257 

11 x 1/ 百 178 161 117 456 0.105 

Frederikson x無業耳 I 229 44 24 297 1.699* 0.701 

1/ x 1/ 可E 108 34 9 151 0.022* 0.974 

11 x 1/ w 。123 37 160 0.3∞ 
Maja X有者E種 I 387 77 28 492 0.262ホ 3.512 

。 × 1/ 可1 125 23 9 157 0.072* 1.786 

/1 x 1/ ¥1 50 92 11 153 0.231 

官 V ヤ 21号×有省種 I 230 46 21 297 0.341・ 0.944 
'1 x 1/ W 91 39 10 140 0.190 7.467 

'1 × 1/ ¥1 27 226 23 276 2.044 

ロシヤ 27号×有益種 I 340 85 23 448 0.952救 0.190 

'1 x 1/ "VI 191 46 19 256 0.6∞* 0.021 
/1 × 1/ ¥1 48 311 14 373 纏穴 55.065 3.968 

ロ yャ63号×無業耳 I 230 57 21 308 0.170彬 0.017 

'1 x 1/ W 118 26 6 150 1.296* 1.076 

1/ × " )1 110 31 9 150 0.016 0.222 

Sachsender x有萄種 I 355 66 36 457 2.066* 1.751 

1/ x " W 113 26 11 150 0.3∞* O.∞9 
1/ H 11 )1 。119 31 150 1.502 
1881-3 ×有益種 I 311 69 24 404 0.066* 0.845 

1/ x 1/ "VI 2∞ 35 12 247 0.816場 4.698 

11 x 11 百 57 68 18 143 3.565 9.802 

4田7-3 ×有萄種 I 322. 57 26 405 0.020・ 4.386 
1/ x 1/ "VI 196 36 18 250 0.385・ 1.541 
11 1 11 w 60 83 13 156 1.156 

第 3表で明らかなよう仁， F2にraceIあるいは raceVIを接種すると， (R+M):Sはどの場

合も 15: 1の分離をする.Race VIIを接種すると，ジパリー， Fr吋 eriksonおよびSachsender

では (R+M):Sは 3:1の分離をしているが， その他の品種においては (R+M):Sは15: 1 
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あるいはそれに近い分離をしている. 以上のように， 3つの racesを接種した結果から見ると， Bグ

ルーブの9品種の races1および VIに対する抵抗性には2つの遺伝子が関与し. race VII仁

対してはジパリー， Fr吋eriksonおよび Sachsenderでは1つの遺伝子しか関与していなし1が，残

りの6品種においては2つの遺伝子が関与していることになる. そこで，これらの交雑の Fsあるいは

むにraces1. VIおよび VIIを接種して見ると，第7表の如く，それぞれの交緩から races1お

よび VIにRtypeでraceVII仁Stypeを示す系統， および races1， VIおよび VIIに

M typeを示す系統が分離固定された.ただ，ロシヤ27号およびロジヤ63号からは r紅白 Iおよ

びVIにRtypeでraceVII仁Stypeを示す系統は固定されなかった. しかし， この2つの

品種仁おいても，固定はきれなかったが，上述の反応を示す遺伝子があると思われる結果が観察され

た.

第7表を見るとすぐわかるように.4887-3を除くと， Bグル戸プの品種からはAグループの品種

から分離されたraces1および VII仁M typeでraceVI仁Stypeを示す系統が分離されて

いなし¥このことが.AグルーブとBグループの品種のraceVI仁対する分離扶況の遣いの原因であ
ることがわかる.

第7表lこあげた Bグループの品種から分離されたそれぞれの系統がただ1つの遺伝子しか持ってい
ないとするι 4887-3を除いた8品種の raceVII仁対する抵抗性遺伝子はそれぞれ1つずつし
か分離されていなし¥このことは， Maja，ロシヤ21号， ロシヤ27号， ロシヤ63号および1881-3が

race VII仁対して両性雑種の分離をする結果と矛盾する.おそらく， race VII仁対して両性雑種

の分離をする品種には，第7表仁あげた遺伝子のほかlこ， race VII仁対して抵抗性を示す遺伝子

があるものと思われる.

3.その他の品種

独11号，ゴ{ルデンメロツ1号，鹿児島ゴールデシ， Primus，口ジヤ53号およびSanaltaの

6品種については race1しか接種していなし、が，その結果は第4表の通りである.

X2 

(R十M):Sが R:(M+S)が
15: 1として 3: 1として

0.174‘ 3.484 

0.684‘ 0.028 

0.140・ O.ω1

0.8∞* 3.484 

2.222・ 0.871

0.032・ O.αm

6品積と非抵抗性品種とを交雑した民に race1を接種した結果

接種
race 
F2における観察個体数

第 4表
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号 xTo問問

ゴールデシメロシ 1号x無業耳

鹿児島ゴールダジ×無薬耳

Primus x Tonsum 

シヤ 53 号xTon刷 m

Sanalta x Tonsum 

11 

主E

独

官

第4表に示したよう仁，それぞれの交雑のむにrace1を接種すると，どの場合も (R+M): S 

は15: 1の分離をしてやる. この結果から， これら 6品種は上述した2つのグループ (A，B)のど

れかに入るものと思われる.

Race 1に13:3の分離をする品種 (Cグループ〉4. 

ロシヤ38号， ロジヤ50号， Svanhalsおよび口ジ
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ヤ36号の8品種がこのグループに入る. これら8品種と非抵抗性品種とを交雑した Fzにrac白

1， VIおよび VIIを接種した結巣は第5衰の遁りである.

第 5表 Cグループの品種と非抵抗佳品種とを交雑した町に

races 1. VIおよび VJJを接種した結果

事侵種 F2における観寮個体数
(R+MJ : Sがそれぞれ R:~~.+S〉

喧E '掌
の分費量比とした揚合のが が:1 2: 

race 
R M S 計 3: 1 13: 3 15: 1 しヲ令の

Binder X有蓄積 I 298 18 77 393 0.183 0.143 

1/ 1 1/ VI 195 14 35 244 3.109 3.148 

M x // ¥1 。15 135 150 
独 59 号x有萄種 I 295 40 66 401 1.382 0.440 

M x 1/ VI 117 10 25 152 0.529 0.316 

1/ x 1/ w 4 107 31 142 0.761 

ロ U ヤ 6号x無葉王手 I 295 16 64 375 0.698 2.689 

1/ x 1/ w 112 18 19 149 3.519 0.002 

1/ x 1/ w 。114 35 149 0.181 
ロ U ヤ8号X有蓄積 I 215 30 52 297 0.301 1.079 

1/ x 1/ VI 122 14 20 156 3.600 0.855 

I! x I! w 133 98 18 249 0.407 

ロシヤ38号x有益種 I 224 34 39 297 22.313 6.155 縫大 0.028 

11 × 11 可E 181 59 13 253 0.534救 1.614 

11 x 11 w 73 54 23 150 7.476 1.149 

ロシヤ50号×有益種 I 238 18 43 299 3.746 3.372 

1/ x 11 可E 195 31 29 255 絶大 9.110 11.420 0.294 
11 x 11 U: 119 4 27 150 3.920 0.055 1.502 

Svanhals x有益種 I 306 23 73 402 0.092 0・269
11 x I! 可E 115 14 17 146 極大 4.839 7.249 1.105 
11 x 1/ w 3 114 32 149 0.987 

ロ U ヤ36号x有益種 I 301 21 79 401 0.238 0.001 

第5表に示したように， Fl!に race1あるいは raceVIを接種すると， (R+M): Sは13:3 

の分離をするか，あるいはそれに近い分離をしてやる.ただし，ロジヤ38号だけは raceVIに対して

(R+M):Sは15:1の分離をしている.

Race VIIを接種すると.Binderでは大部分の個体がよく感染し，分離扶況はわからない.独

59号，ロジヤ6号および Svanhalsでは (R+M):Sは3:1，ロジヤ 38号およびロシヤ50号で

は13:3，ロジヤ8号では 15: 1の分離をする.このように， race VIIに対しては色kの分離扶況
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が見られ，一定の傾向は認められない.

第5表にあげた交雑の F3あるいはむに races1， VIおよび VIIを接種すると，どの交雑から
もrace1および VIにRtypeでraceVII仁Stypeを示す系統，および races1， VI お

よび VII仁 M typeを示す系統が分離された. しかし，このグループからもAグループから分離さ
れたraces1および VIIにM typeでr紅白 VIにStypeを示す系統は分離されなかった.こ
の点Bグループにおける結果と同様である. なお， Binderおよびロジヤ50号からは race1にS

typeでracesVIおよび VIIにM typeを示す系統が見出されたが， races VIあるいはVII仁
対する抵抗程度は非常に弱~\ F3あるいはむから分離された系統はまとめて第7表仁あげてある.

5 Race 1に対して15: 1あるいは13:3以外の分離をする品種 (Dグループ〉

二角ジパリー，呼蘭， ロジヤ26号，ロシヤ28号および Okla.1-35ー216の5品種がこのグル

ーブ仁入る.これら5品種と非抵抗性品種とを交雑した F2にraces1， VIおよび VIIを接種し

た結果は第6表の通りである.

第 6表 Dグループの品種と非抵抗性品種とを交雑した F2に

races J. VIおよびvnを接種した結果

事E 書撃
接種 Fltcおける視察個体数 (R+M): Sがそれぞれの金権比とした場合のが RS):が【M3:+1 
race 
R M s 昔t 3: 1 13: 3 15: 1 としたX‘揚合の

三角シバリ-xNepal I 314 41 45 400 極大 14.769 17.067 2.613 
11 x 11 羽 72 。24 96 0.000 
11 x 11 百 6 72 20 98 1.102 

呼 蘭x無業耳 I 756 23 210 989 7.483 4.∞4 縫大 1.095 
11 × 。 可E 111 。40 151 0.179 
11 x 11 " 4 112 35 151 0.267 

t> Y ヤ 26号x無策耳 I 287 64 42 393 極大 16.771 13.205 0.815 
11 1 fI "VI 109 。42 151 0.638 
11 x 11 '1 

。109 43 152 0.877 
ロシヤ 28号x無業耳 I 335 59 65 459 28.759 6.344 極大 0.994 

11 x 11 羽 101 。50 151 5.3∞ 
11 × I1 w 。110 41 151 0.373 
Okla. x Tonsum I 231 62 6 299 0.3841) 0.813 

1) 63: 1として

第6表で明らかなよう仁，どの交雑においても， race 1に対しては (R+M):Sは3:1， 13: 3 

あるいは 15:1のどの分離比にも適合しない. Okla. 1-35-216では (R+M): Sは63:1の

分離をしてい否から， この品種の race1に対する抵抗性には少くとも 3つの抵抗性遺伝子が関与

していると思われる.

Race VIを接種すると， Okla.を除いた4品種ではどの場合も M typeはなく R:Sは3:1
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の分離をする.

Race VIIを接種すると， Okla.を除いた4品種ではくR+M):Sは3:1の分離をする.

それぞれの交雑のF3あるUはむに race1， VIおよびVIIを接種すると，どの交雑からも races
Iおよび VI仁RtypeでraceVIIにStypeを示す系統，および races1および VII仁M

第 7表 各交雑のhあるいは引において，分離固定された系統の

races 1. VI および VIIIこ対する反応

:三三~---ご王
I司 R W I-M T-M VIE -S 
¥'I-R -S 可~-M -M. 
)J-S W-M lI-M 百-M

ピ ス X無薬王手 + ート + 
金 独x無葉耳 + + 
独 61 号x有蓄積 + + 
-::1'-)レデンメロ;YX無策耳 + + 十

Golden No. 20 x有益種 + + + 
Aグルーアt

官シヤ 41118x有益種 + + 
Trebi 1 ×有を種 + 十

'Vaga x Nepal + + 
r.1703-1 X有蓄積 T + 
4790-10 X宥を種 + 

戸X無業耳 + + 
×無業耳 + + 
×有益種 + + 
宅手×有者種 + + 
有葱種 + 
号×無策耳 + 
X有を種 + + 
X有を種 + + 
X有を種 + + + 

Binder X有志種 + + + 
独 59 号×有を種 + + 
官ジヤ 6 号x無業耳 + + 

C グル戸7'~
ロシヤ 8 号×有・蓄積 + + 

+ + 
ロシヤ 50号×有を種 + + 守、

Svanhals x有益種 -ト + 
ロ ν ャ 36 号×手ぎを種 + + 

+ + + 
呼 Mx無業耳 + + 

Dグル，ープ
冒シヤ 28号x無茶耳 十 r 

冒ジヤ 26号x無業耳 + + 
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typeでraceVI仁Stypeを示す系統が分離された.また，二角シパリーからは rac田 1，VI 

および VII仁M typeを示す系統も分離された.これらの結果は第7表にまとめてあげてある.

さて，グループ13の品種を rac白 Iおよび VI仁対する分離般況によって，さら仁 A，B，Cお

よびDの4つの小グループにわけたが，これら4つのグループに属する品種間の遺伝子の関係について

検討してみると，第7表に示した如く，どのグループの品種からも races1および VI仁Rtypeで

race VII仁Stypeを示す系統が分離されている.この抵抗反応は H.E. S. 4の遺伝子 Mls

の反応と同じである.それで，各グループから1品種ずつを選び〈ゴールデソメロγ，ジパリー， ロジ

ヤ50号およびロジヤ26号)，これらの品種の遺伝子と Mらとの関係仁ついて実験した.

選ばれた4品種と非抵抗性品種とを交雑した F2にrace1を接種した結果では，第2，3， 5 

および6表のま口く， R type : (M type+S type)はどの場合も 3:1の分離をしてやるから，それ

ぞれの品種の race1仁対する Rtypeの抵抗性には1つの遺伝子しか関与していなし1といえる.

H. E.S.4のrace1に対する Rtypeの抵抗性にも M1sただ1つだけが関与しているから，上

述の4つの品種と H.E. S. 4とを交雑した F2仁race1を接種すると， R typeの抵抗性に関

しては，遺伝子が違えば，両性雑種の分離をするはずである.実験結果は第8表のま日<，どの組合

わせからも MtypeもStypeも分離しなかった.この結果から，ゴールデソメロγ，ジパリー，口
シヤ50号およびロジヤ26号の races1および VIに R typeでraceVIIにStypeを示す

遺伝子は H.E.S.4のM1sと相同であるといえる このほか.4887-3および呼蘭仁おいても同

様の結果が得られた.残りの品種仁おいても，おそらく，同様のことがいえると，思われる.

このよう仁，グループ13の品種は H.E. S. 4のM1sと同ーの遺伝子を持っているようで，グル

ーブ12の品種と同様に，グル』ブ13の品種が rac回 1，III， V， VI， X および XI仁Rtype 

の抵抗性を示すのはこの遺伝子があるためであろう.

っき仁， M typeの抵抗性を示す遺伝子仁ついてみると， Aグルーブからは races1 および VII

仁M typeでraceVIにStypeを示す系統，および races1， VI および VIIにM typeを

示す系統が分離されている. Bグループからは races1， VIおよび VIIにM typeを示す系統だ

けが分離されている.この点だけでも， AグルーブとBグループの遺伝子構成が異なっていることがわか

る.さら仁，ゴールデソメロンとジパリーを交雑した F2にrace1を接種すると，両品種は M1sを

共通して持っているから，第8表の如く， M typeもStypeも分離しない. しかし， race VII 

を接種すると， Mらは raceVIIに抵抗性を示さないから， M typeを示す遺伝子の関係がわかる

第 8表 ゴールデンメロン，ジパリヘロジヤ50号およびロジヤ26号におけるそれぞれの遺伝子の関係

接種
F2 t::~1tる観察個体数 X2 

~ 華韓 15: 1 P race 
R M S 計 とし・て

~-ルデンメロン xH. E. S. 4 I 1960 。。1960 
U ~ 、 p ーxH. E. S. 4 I 1403 。。1403 
ロ U ヤ 50号xH. E. S. 4 I 954 。。 954 
ロ U ヤ 26号xH. E. S. 4 I 1∞6 。。1006 
U ，卵.、 リ -x ~-)レデνメロン I 546 。。 546 

11 1 11 w 371 106 12 489 極大 総 11、
ロ U ヤ 50号X シ ，向.‘ 、3 W 210 855 32 1097 縫大 極小

く136) -32ー



はずである. 実験結巣は第8表の如く， 12個体の Stypeが分離された.この結果から， ゴール

デツメロ-:;~ジパリーはルfls のほか仁は共通の遺伝子は持っていなし1ことがわかる. それゆえ，ゴール

デツメロγおよびシパリーの両品種から races1， VIおよび VII仁Mtypeを示す系統が分離さ

れてひるが，これらの系統は，抵抗反応は同じであるが，その遺伝子は異なっていることがわかる.

Cグループからは， Bグループと同様仁， races 1， VIおよび VII仁M typeを示す系統が分

離されたが， races 1および VII仁M typeでraceVIにStypeを示す系統は分離されなか

った.それゆえ，このグループとAグルーブの品種の遺伝子構成が異なっていることは明らかである.

CグループとBグループからは同じ反応を示す系統が分離されている.それで， cグループのロジヤ
50号とBグループのジパリーを交雑したb仁raceVIIを接種すると， 第8表の如く， 32個体

のStypeが分離された.この結果から，両品種の races1， VIおよびVIIにMtypeを示す遺

伝子は異なったものであることがわかる なお， cグループの races1， VIおよび VIIにM type 
を示す系統とAグループの同じ反応を示す系統の遺伝子が同じであるかどうかについてはまだ実験し

ていなし¥

Dグループからは， races 1 および VII仁Mtypeを示し raceVIにStypeを示す系統，

および races1， VIおよび VIIにMtypeを示す系統が分離された.これらの系統の反応はAグ

ループから分離された系統の反応とまったく同じである. しかし， 両グループから分離された系統の

遺伝子が同一であるかどうか仁ついてはまだ明らかでない.

なお， tノパリー×ゴールデツメロソおよびロシヤ50号×ジパリーの FzにraceVIIを接種した結

果，それぞれ12および32個体の Stypeが観察されている〈第8表). これらの Stypeの数は

15: 1の分離をする場合の期待数よりかなり小さしil，これは，両品種の M typeを示す遺伝子はヘ

テロになるとかなりよく感染し， S typeとの区別がむずかしし1ものもある. このような遺伝子について

は，Fz資料から信頼できる組換価を得ることは期待できない それで， ここでは遺伝子の同定だけ

を目的とし，完全な“4"だけを Stypeとして記録した.それゆえ， M typeとして記錬された

ものの中にも非抵抗性個体が含まれていると思われることを付官己しておく.

考 察

グルーブ13仁属する38品種と非抵抗性品種とを交雑したFz，Fsあるいはむに races1， VI 

および VIIを接種して， それぞれの交雑から， 抵抗反応の異なった2つあるいは3つの系統を分離

固定した.これらの系統は，それぞれ抵抗反応が違っているから， 少くとも 1つは互仁異なった遺伝

子を持っていることは明らかである. しかし， これらの分離固定された系統の抵抗反応がただ1つの

遺伝子lこよるものかEうかについてはまだ証明されていない. しかし， Okla.を除いた品種においては，
hにおいて供試 racesに対して単性雑種あるいは両1世雑種の分離をしている. しかも， これらの

races仁対して異なった反応を示す系統が，それぞれの交雑から， 2つ以k分離されている. それゆ

え， それぞれの分離固定された系統の抵抗反応は1つの遺伝子によるものと見なしても大過なかろ

う.それで，記録を簡潔にするために，ここでは一応それぞれの系統の反応は1遺伝子の反応と見な

して論議をすすめることとする.

第7表を見ると， 1つの品種から3つの遺伝子(正確にいえば系統，以下同じ〉が分離されたも

のがある. しかし，これら3つの中の第3番目の遺伝子〈例えば工ピス仁おいては races1， VIおよ

びVIIに対して Mtypeを示す遺伝子， Binderにおいては race1にStypeでracesVI t3 
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よび VIIにMtypeを示す遺伝子〉の抵抗性は非常仁弱い程度のものであって， S typeとの区

別がむずかしし1場合が多仇 このような遺伝子は，雑種における接種結呆をより詳しく観察するなら

ば，第7表にあげたもののほかlこもまだ相当多くあるものと予想される. しかし， このような遺伝子の
抵抗反応は環境によって影響されることが多いから，確実な判定はなかなかできない.筆者らの観集

結果では，環境の影響にもかかわらず，つねに確認できた遺伝子は，大部分の品種から共通的lこ分
離されたraces1およびVIにRtypeでraceVIIにStypeを示す遺伝子， AおよびDグル

ープから分離された races1および VIIにMtypeでraceVIにStypeを示す遺伝子，お

よび， BおよびCグルーブから分離された races1. VIおよび VII仁Mtypeを示す遺伝子であ

った.これらの硝認できる遺伝子はどの品種においてもそれぞれ2つずつであった.また，非抵抗性品

種と交雑したF2にrace1を接種すると.Okla.を除いた， どの交雑においても両性雑畠の分離

をしている. 以上の結果から， グループ13仁属する品種の race1仁対する抵抗性の主遺伝子は

2つずつであるといってもよかろう.

っき仁，非抵抗性品種と交雑したF2仁race1を接種した結果をみると.(R type+M type) 

: S typeが15: 1の分離をしている交雑では，多少の例外はあるが.R:M:Sは12: 3 : 1の

分離比に適合している.また，すべての交雑仁おいて.race 1に対しては.R: (M+ S)は3:1あ

るいはそれに近い分離をしている この分離扶況は Epistasisによって容易に説明できる.すなわち，

どの品種も race1仁対して RtypeとMtypeの抵抗性を示す2つの遺伝子を持っていて.R

typeの抵抗性は Mtypeの抵抗性仁対して epistaticである.race VIにおいても同様のことが

いえる. グループ13に属する品種の遺伝子構成は上述の通りであって，グループ13の代表的反応

(第1表〉は2つあるいはそれ以上の遺伝子の反応が組合わさった結巣である.

38品種と非抵抗性品種とを交維したF2にraces1および VIを接種し，その分離散況仁よっ

て.A. B. CおよびDの4つの小グルーブにわけた. 同ーや小グループ内仁属する品種の抵抗性遺
伝子が必ずしも同ーとはいえないが， 各グルーブから1品種ずつを選び， その品種を一応それぞれの

グループの代表とし， 代表品種の遺伝子構成を検討した. その結呆. Dグループの遺伝子と他の

グループの遺伝子との関係はまだ明らかでないが.A. BおよびCの3つのグループからはそれぞれ異な

った遺伝子が分離され，その遺伝子構成は互に呉なっていることが明らか仁なった.とれらの異なった

遺伝子を持った3つの系統に11のracesを接種した結巣は第9表の通りである.

. 
第 9表 A. BおよびCグループから分離された Mtypeの抵抗性を

示す各系統に11のracesを接種した結果
唱向、一 !脳ω

h争、--町
I E V 可T X :J[ E N w vi K 

重量信 九九~ー~
Aグループの 1.VII-M. VI-S 1 0-1 1 3-4 1 1 3-4 1 1 1 3-4 
Bグループの 1.VI. VII-M 2 1 1-2 1-2 1-2 1 1-2 2 1 1-2 3-4 
Cグループの 1.VI. VII-M 1-2 1 2 1-2 2 2 2 2 1 1-2 3-4 

第9表で明らかなように， どの系統も racesII. IV， VIIおよび VIIIにMtypeでraceIX 

には Stypeである.それゆえ，グルーブ13の品種がracesII. IV， VIIおよびVIIIにMtype 

の抵抗性を示すため仁は， これら3つの遺伝子のどれか1つの遺伝子を持っておればよいことがわか

る. ただし.Aグループの遺伝子は raceII仁非抵抗性である. そのため， Aグループの品種は
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race II仁対してかなりよく感染する.(Hiura & Heta 1955). しかし， race II仁対して完全なS

typeとはならないのは，第7表に示した如く， Aグループの品種には，もう1つ弱い抵抗性遺伝子

があるので，この遺伝子が raceII仁初くためかも知れない.

きて，グルーブ12の品種とグルーブ13の品種は raceVIIIに対する抵抗性において区別される

ことをはじめ仁述べた.グループ12の品種中仁は raceIX仁対して Mtypeの抵抗性を示す品種

があるが， S typeを示す品種もあるから， race IX仁対する抵抗性はグループ12の共通的特徴と

はならない. それゆえ， race IX仁対する抵抗性についてはここではふれない. そこで， グルーブ12

と13の両グループの品種の遺伝子構成を比較してみると， 両グループの品種はそれぞれ2つの遺伝

子，すなわち， race 1仁Rtypeの抵抗性を示す遺伝子および Mtypeの抵抗性を示す遺伝子

から構成されている. そして， グループ12の品種からは2種類の M ~ype を示す遺伝子が分離さ

れ，グルーブ13の品種からは3種類のMtypeを示す遺伝子が分離された(グルーブ12の北海道

ジパリーおよびロシヤ33号から分離された Mtypeの遺伝子につひては後仁述べる).これら両グル

ープのMtypeを示す遺伝子の遣いをあげれば，グルーブ12から分離された2つの遺伝子は races

Vおよび VIIIに対して非抵抗性であるが， グルーブ13から分離された3つの遺伝子は races11 

および VI仁対して Stypeをぷすものもあるが， races Vおよび VIII仁対してはどれも Mtype 

の抵抗性を示す. このように， races V および VIに対しても両グループの遺伝子関仁遣いがある

が，すでに述べたように， 両グループの品種.はすべて H.E. S. 4の遺伝子 M1sを共通して持って

いるので， この遺伝子lこよって， races Vあるいは VIにRtypeの抵抗性を示す. このため，

race Vあるいは VI仁対する Mtypeの遺伝子の遭いは接種結巣には現われない.ところが race

VIII (こ対しては M1sは抵抗性を示さないから Mtypeの遺伝子の反応の遣いが接種結果仁現わ

れるわけである.なお， race II仁対するMtypeの反応の遣いも接種結巣に現われるはずであるが，

実際には判然左した差が認められない.この点はなお明らかでない.

グルーブ12に属する北海道シパリーおよびロジヤ33-1多からは raceV仁対して Mtypeの抵抗

性を示す遺伝子が分離されている.これらの遺伝子の races1， VIおよび VII仁対する抵抗反応

を見ると，グルーブ13から分離された Mtypeの遺伝子仁相当するようである.また，北海道ジパ

リーおよびロジヤ33号は raceVIIIに対してやや抵抗性を示すことはすでに報告したく日浦， 部

田 1956).このように，接種結果からも，また，遺伝子を分析した結果から見ても，上述の2つの

品種はグループ12よりもグループ13に入れた方がよいようである.

第2，3，5および6衰の races1および VIを接種した結果から推定される主遺伝子の数は，

第7表lこあげた，分離された系統の数に大体一致している. ところが， race VIIを接種した場合

は両者が一致しない場合がかなりある.すなわち，独61号， Trebi 1， 479ルー10，Maja，ロジヤ 21

号， ロジヤ27号， ロジヤ63号， 1881-3， ロジヤ8号， ロジヤ38号およびロジヤ50号においては

race VII仁対して両性雑種の分離をしているが， race VIIに対して抵抗性を示す系統は1つずつ

しか分離されていなし¥ ここに興味あることは，これら raceVIIに対して両性雑種の分離をする品

種は，独61号， Trebi 1および Majaを除くと，ロシヤおよび満洲の品種であるく479かー10およ

び1881-3は満洲から轍入された品種).それゆえ，これらの品種には共通した不明の遺伝子がある

ようで， この点仁ついてはさらに追究したいと考えている.
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嫡 要

1.グループ13に属する38のオオムギ品種と非抵抗性品種とを交雑した Fz，Faあるいはむに

ウドγコ病菌の races1， VIおよび VIIを接種して，これらの品種の抵抗性遺伝子を分析した.

2. 38品種は，非抵抗性品種と交雑した Fzにrac田 Iおよび VIを接種した時の分離快況

によって， A，B，CおよびDの4つのグループに分けられる. そして A，BおよびCの3つのグルー

プはそれぞれ遺伝子構成が異なっていることが明らかにされた.

3.品種 Okla.1--35ー216を除。た37の品種の race1に対する抵抗性には，どの品種仁お

いても，それぞれ2つずつの主遺伝子が関与し， 2つの中の1つは，どの品種においても H.E. S. 4 

の遺伝子Mlsと同一であることが明らかにされた.この点グループ12に属する品種と同様である.

4. M1sのほか仁 M typeの抵抗性を示す3種類の遺伝子が分離された.これらの遺伝子はど

れも raceVIIIにM typeの抵抗性を示す. この点グルーブ12仁属する品種の遺伝子左異なっ

ている.

5. R typeの抵抗性は M typeの抵抗性に対して epistaticである.

6.大部分のロシヤおよび満洲の品種は raceVIIに対して，本研境では明らか仁することのでき

なかった，不明の遺伝子を持っているようである.

終りlこ御指導を賜った西門所長ならび仁高橋博士に厚く感謝する.
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